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結果：訪問１：2013 年 7 月 14，15 日：実施内容：今年度の予定説明．作業：樹脂粘
土のｱｸｾｻﾘｰ作り．歌の集い．ﾃｨｰﾀｲﾑ．こどもの集い．参加者 19 名．訪問者 4 名 
  訪問２：8 月 20、 21 日：作業：樹脂粘土作品のｱｸｾｻﾘｰ組み立てと自由作品  
  話合い（ﾜｰﾙﾄﾞｶﾌｪ方式）今後してみたいこと．参加者 21 名．訪問者 5 名 
  訪問３：11 月 9，10 日：実施内容：スパゲッティ、グラタン、クッキー作り、コー
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